
■□■市民社会フォーラム第 272 回学習会■□■ 

『反米自立論 日本のための選択と共同』出版記念企画 

なぜ今〝反米〟なのか？～日本の真の独立と世界平和のために 

プログラム 

 

日 時 2025 年 11月 29日（土）15:00～18:00（開場 14：30） 

会 場 専修大学神田キャンパス７１号館１階 101 教室 ＆ ZOOM中継 

 

 『反米自立論 日本のための選択と共同』（あけび書房）の出版を記念し著者の木村三

浩・一水会代表と大西広・慶応義塾大学名誉教授の講演と、アジア・インスティチュート

理事長のエマニュエル・パストリッチさんと慶応大学学生でライターの白坂リサさんをゲ

ストに交えての座談会を開催します。 

 今年は戦後 80 年、来年はアメリカの独立 250 周年を迎える今、日本の真の独立を実現

するために、日米地位協定見直しなどの焦眉の課題などを皆さんと考えます。 

  

タイムテーブル予定 

15：00～15：05 主催者あいさつ 市民社会フォーラム・あけび書房代表 岡林信一 

15：05～15：25 講演① 木村三浩さん 

15：25～14：45 講演② 大西広さん 

15；45～16：00 休憩 

16：00～16：10 パストリッチさんご発言 

16：10～16：20 白坂リサさんご発言 

16：20～16：50 4 人で討論 

16：50～17：40 参加者と質疑・意見交換 

17：40～17：55 まとめの発言 

17：55～18：00 主催者あいさつ、散会 
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